
令和６年度 地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査 本調査アンケート

◆全員が対象

Q21

現
在
お
住
ま
い
の
地
域

中
学
校
卒
業
時
点
で
住

ん
で
い
た
地
域

都会だと思う 1 1

どちらかといえば都会だと思う 2 2

どちらかといえば地方だと思う 3 3

地方だと思う 4 4

わからない・考えられない 5 5

◆全員が対象

Q22

1 自分の進学

2 自分の就職 ※働いたことがある人（Q14の1～12、Q14で14・15のうちQ15で１）のみ提示

3 自分の転勤 ※働いたことがある人（Q14の1～12、Q14で14・15のうちQ15で１）のみ提示

4 自分の転職 ※働いたことがある人（Q14の1～12、Q14で14・15のうちQ15で１）のみ提示

5 自分の結婚 ※結婚の経験がある人（Q6で2～4）のみ提示

6 自分の離婚・死別 ※離婚・死別の経験がある人（Q6で3～4）のみ提示

7 自分の子供の誕生 ※子供がいる人（Q7で1）のみ提示

8 子育て環境を考えて

9 配偶者・恋人の転勤

10 配偶者・恋人の転職

11 自分又は配偶者・恋人による住宅の購入

12 家族の介護

13 親の都合（住宅購入、転勤、転職、離婚など）

14 生まれたときから住んでいる 排他

15 その他・特にない 排他

◆全員が対象

Q23

※下記項目を経験していない人（働いていない人など）は、これから経験するときにどう思うかを考えてお答えください。（わからない場合は「わからない」をお選びください。）

満足
どちらかと
いえば満

足

どちらかと
いえば不

満
不満 わからない

1 仕事の選択肢の豊富さ 1 2 3 4 5

2 仕事による収入の妥当性 1 2 3 4 5

3 生活費（住居費・光熱費）などの妥当性 1 2 3 4 5

4 公共交通機関などの利便性 1 2 3 4 5

5 買い物や娯楽施設の利便性 1 2 3 4 5

6 自然環境の豊かさ 1 2 3 4 5

7 子育て環境・サービスの充実度 1 2 3 4 5

8 医療・福祉サービスの充実度 1 2 3 4 5

9 教育・文化サービスの充実度 1 2 3 4 5

10 地域の活気や賑わい 1 2 3 4 5

11 地域に根付いた活動（文化活動、交流、助け合い） 1 2 3 4 5

12 性別・年齢にかかわらず活躍できる環境 1 2 3 4 5

13 多様な生き方・価値観の尊重 1 2 3 4 5

14 新しい出会いやつながり・交友関係の広がり 1 2 3 4 5

15 総合満足度 1 2 3 4 5

あなたは、下記の地域について、都会だと思いますか、地方だと思いますか。あなたの考えに最も近いものをお選びください。（それぞれ１つずつ）

あなたが現在お住まいの地域に住むようになったきっかけを教えてください。（いくつでも）

あなたは、現在お住まいの地域について、下記の項目に満足していますか。当てはまるものをお選びください。（それぞれ１つ）
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令和６年度 地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査 本調査アンケート

◆全員が対象

Q24

1 地域や近所での付き合いはしていない

2 挨拶をする程度の付き合いをしている

3 世間話をする程度の付き合いをしている

4 地域の行事や会合に参加する程度の付き合いをしている

5 地域の行事や会合に参加したり、困ったときに助け合ったりしている

6 地域の行事や会合の役員をしている

◆全員が対象

Q25

満足
どちらかとい

えば満足
どちらかとい

えば不満
不満 わからない

1 同世代の友人・知人とのつながりや交流 1 2 3 4 5

2 親・親戚とのつながりや交流 1 2 3 4 5

3 地域の人とのつながりや交流 1 2 3 4 5

4 仕事仲間とのつながりや交流 1 2 3 4 5 ※仕事をしている人（Q14で1～12）のみ表出

5 趣味仲間とのつながりや交流 1 2 3 4 5

6 子育てを通じてのつながりや交流 1 2 3 4 5 ※子供と同居している人（Q8で4）のみ表出

7 多様な生き方・価値観を持つ人とのつながりや交流 1 2 3 4 5

◆全員が対象

Q26

※結婚、会社都合の配属・転勤、親や配偶者の転勤に伴った転居等は、「自分の都合以外で転居した」をお選びください。

※自分の都合（転職など）で複数回転居している場合には、最初の転居についてお答えください。

自分の都合で転居した

1 地元や実家のある地域に転居した

2 都会へ転居した

3 地方へ転居した

4 海外へ転居した

5 その他の地域に転居した

自分の都合以外で転居した

6 家族や会社の都合で転居した

7 住まいの都合など他の理由で転居した

転居していない

8 中学校卒業時点と同じ地域に住み続けている

あなたは、現在お住まいの地域で、地域や近所の人たちとどのくらい交流していますか。最も近いものをお選びください。（１つ）

あなたは、現在お住まいの地域や勤務先における人とのつながりや交流について、下記の項目に満足していますか。当てはまるものをお選びくださ
い。（それぞれ１つ）

あなたは、自分の都合（進学や就職など）で、中学校卒業時点に住んでいた地域から転居し（離れ）ましたか。どこに転居したかを含めて教えてくだ
さい。（１つ）
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令和６年度 地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査 本調査アンケート

◆自分の都合で転居した人が対象（Q６で1-5）

Q27

1 希望する進学先が少なかったから

2 やりたい仕事や就職先が少なかったから

3 性別を理由に活躍できなそうだったから

4 年齢を理由に活躍できなそうだったから

5 給与・年収が高い仕事が少なかったから

6 仕事と結婚生活・子育てを両立できなそうだったから

7 ゆとりのある暮らしができなそうだったから

8 生活に必要な施設・サービスが充実していなかったから

9 若者が楽しめる場所や施設が少なかったから

10 出会いやチャンスが少なそうだったから

11 親や周囲の人の干渉から逃れたかったから

12 多様な価値観が受け入れられなそうだったから

13 家や学校、地域に居場所がなかったから

14 女性だから、男性だからという偏見があったから

15 学校や職場に通いづらかったから

16 地元や親や兄弟姉妹の近くに住みたかったから

17 地元から離れたかったから

18 その他（ ）

19 この中に当てはまる理由はない 排他

あなたが、自分の都合で、中学校卒業時点に住んでいた地域から転居した（離れた）理由を教えてください。（いくつでも）
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令和６年度 地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査 本調査アンケート

◆最終学歴が専門学校（高校卒業後）、短期大学、高等専門学校（５年制）、大学・大学校、大学院の人が対象（Q13で3,5～8）

Q28

1 当時住んでいた地域（都会）の学校

2 当時住んでいた地域（地方）の学校

3 当時住んでいた地域以外の都会の学校

4 当時住んでいた地域以外の地方の学校

5 海外の学校

6 進学する地域にこだわりはなかった 排他

7 その他（ ）

◆最終学歴が専門学校（高校卒業後）、短期大学、高等専門学校（５年制）、大学・大学校、大学院の人が対象（Q13で3,5～8）

Q29

かなり重視
した

ある程度
重視した

あまり重視
しなかった

全く重視し
なかった

1 学びたい学部・学科・コース 1 2 3 4

2 知名度・ブランド力 1 2 3 4

3 偏差値・レベル 1 2 3 4

4 学生生活が楽しめそうか 1 2 3 4

5 先生の意見 1 2 3 4

6 親や家族の意見 1 2 3 4

7 就職に有利か 1 2 3 4

8 資格取得に有利か 1 2 3 4

9 学生生活にかかる費用（学費・交通費・生活費など） 1 2 3 4

10 家を出ることができるか・一人暮らしができるか 1 2 3 4

11 そのとき住んでいた家から通える範囲にあるか 1 2 3 4

◆最終学歴が専門学校（高校卒業後）、短期大学、高等専門学校（５年制）、大学・大学校、大学院の人が対象（Q13で3、5～8）

Q30

1 文系を希望しており、文系に進学した

2 文系を希望していたが、文系以外に進学した

3 理系を希望しており、理系に進学した

4 理系を希望していたが、理系以外に進学した

5 文系でも理系でもない分野を希望していた

6 特に分野の希望はなかった

7 その他（ ）

Q31

1 自分の学力が足らなかったから（受験したが不合格となった場合も含む）

2 自宅から通える範囲に希望する学部の学校がなかったから

3 学費などが高そうだったから

4 卒業後に就職先を探すのが難しそうだったから

5 勉強が忙しく、プライベートの時間が取れなそうだったから

6 自分と同じ性別でその分野に進む人が少なかったから

7 自分と同じ性別でその分野を卒業した後の活躍例（ロールモデル）が少なかったから

8 家族から反対されたから

9 学校の先生や塾の先生から反対されたから

10 友人（先輩、後輩含む）から反対されたから

11 その他（ ）

希望していた分野と異なる分野に進学した理由について、当てはまるものをお選びください。（いくつでも）

大学、短大、専門学校等への進学を検討したときに、あなたは、どの地域の学校に進学したいと思っていましたか。当てはまるものをお選びください。
（いくつでも）

大学、短大、専門学校等への進学を検討したときに、あなたは、下記の項目をどのくらい重視しましたか。当てはまるものをお選びください。（それぞ
れ１つずつ）

大学、短大、専門学校等への進学を検討したときに、あなたが「希望していた分野」と「実際に進学した分野」を教えてください。（１つ）

◆最終学歴が専門学校（高校卒業後）、短期大学、高等専門学校（５年制）、大学・大学校、大学院の人（Q13で3、5～8）のうち、
「文系を希望していたが、文系以外に進学した」「理系を希望していたが、理系以外に進学した」（Q30で2・4)を選んだ人が対象
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令和６年度 地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査 本調査アンケート

◆全員が対象

Q32

よく言われ
た

時々言わ
れた

あまり言わ
れなかった

言われな
かった

1 できるだけ偏差値が高い学校を目指した方がよい 1 2 3 4

2 希望する学校と違っても、現役で進学した方がよい 1 2 3 4

3 地元の学校に進学した方がよい 1 2 3 4

4 都会の学校に進学した方がよい 1 2 3 4

5 地域を問わず、希望する学校に進学した方がよい 1 2 3 4

6 国公立の学校に進学した方がよい 1 2 3 4

7 資格取得に有利な学校に進学した方がよい 1 2 3 4

8 学歴が高すぎると就職しにくくなる 1 2 3 4

9 学歴が高すぎると結婚しにくくなる 1 2 3 4

10 女性は理系に向いていない 1 2 3 4 ※女性のみ表出

11 女性は偏差値の高い学校を目指す必要はない 1 2 3 4 ※女性のみ表出

◆全員が対象

Q33

そう思う
どちらかと
いえばそう

思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そう思わな
い

1 できるだけ偏差値が高い学校を目指した方がよい 1 2 3 4

2 希望する学校と違っても、現役で進学した方がよい 1 2 3 4

3 地元の学校に進学した方がよい 1 2 3 4

4 都会の学校に進学した方がよい 1 2 3 4

5 地域を問わず、希望する学校に進学した方がよい 1 2 3 4

6 国公立の学校に進学した方がよい 1 2 3 4

7 資格取得に有利な学校に進学した方がよい 1 2 3 4

8 学歴が高すぎると就職しにくくなる 1 2 3 4

9 学歴が高すぎると結婚しにくくなる 1 2 3 4

10 女性は理系に向いていない 1 2 3 4

11 女性は偏差値の高い学校を目指す必要はない 1 2 3 4

◆全員が対象

Q34

※まだ、働いたことがない人（学生時代のアルバイトは除く）は、これから働くときのことを考えてお答えください。

1 農業、林業、漁業 11 学術研究、専門・技術サービス業（研究機関、法律事務所、経営コンサルタント、芸術家等）

2 鉱業、採石業、砂利採取業 12 宿泊業、飲食サービス業（食堂、レストラン、キャバレー、フードデリバリー等）

3 建設業（建設工事、設備工事等） 13 生活関連サービス業、娯楽業（理・美容師、エステ、旅行、冠婚葬祭、カラオケボックス等）

4 製造業（食料品、衣服、機械、自動車等の製造） 14 教育、学習支援業（学校、学習塾、英会話学校等）

5 電気・ガス・熱供給・水道業 15 医療、福祉（病院、保育所、老人ホーム、訪問介護等）

6 情報通信業（放送、電話・インターネット通信サービス、ソフトウェア等） 16 複合サービス事業（郵便局、農業協同組合等）

7 運輸業、郵便業 17 その他のサービス業（廃棄物処理、自動車整備、機械修理、警備、コールセンター、宗教等）

8 卸売業、小売業（卸売業、百貨店、スーパー、コンビニ等） 18 国家公務員、地方公務員

9 金融業、保険業（銀行、生命保険業、損害保険業等） 19 その他

10 不動産業、物品賃貸業（不動産管理、各種レンタル業等） 20 特に希望はなかった・まだ考えられない 排他

大学、短大、専門学校等の進路の検討に関して、あなたは、親や家族、先生、周囲の人から下記のようなことを言われましたか。当てはまるものを
お選びください。（それぞれ１つずつ）

大学、短大、専門学校等の進路の検討に関する下記のような意見について、あなたはどう思いますか。当てはまるものをお選びください。（それぞれ
１つずつ）

あなたが初めての仕事に就くことを検討したときに（学生時代のアルバイトは除く）、どのような業種を希望していましたか。（いくつでも）
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令和６年度 地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査 本調査アンケート

◆全員が対象

Q35

※働いたことがない人（学生時代のアルバイトは除く）は、これから働くときのことを考えてお答えください。

※柔軟な働き方：テレワークやフレックスタイム制・時間単位での有給休暇など。

かなり重視
した

ある程度
重視した

あまり重視
しなかった

全く重視し
なかった

1 仕事内容が自分の希望にあっているか 1 2 3 4

2 自分の学んだことや能力を活かせそうか 1 2 3 4

3 仕事を通じて自分が成長できそうか 1 2 3 4

4 労働時間が自分の希望にあっているか 1 2 3 4

5 給与や収入が自分の希望にあっているか 1 2 3 4

6 ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 1 2 3 4

7 柔軟な働き方ができそうか 1 2 3 4

8 性別に関係なく活躍できそうか 1 2 3 4

9 年齢に関係なく活躍できそうか 1 2 3 4

10 結婚したり、子供を持ったりしても活躍できそうか 1 2 3 4

11 よい結婚相手と出会えそうか 1 2 3 4

12 親や家族の意見 1 2 3 4

13 親元を離れて自立できそうか 1 2 3 4

14 実家や住んでいる家から通いやすいか 1 2 3 4

15 転勤がない職場か 1 2 3 4

◆全員が対象

Q36

※学生時代のアルバイトは除きます。

よく言われ
た

時々言わ
れた

あまり言わ
れなかった

言われな
かった

1 収入が高い仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

2 安定した仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

3 家庭や子育てと両立しやすい仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

4 よい結婚相手と出会えそうな職場の方がよい 1 2 3 4

5 事務的な仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

6 技術的な仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

7 残業がない又は少ない仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

8 転勤がない仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

9 正社員でなくても構わない 1 2 3 4

10 能力や学歴を活かせる仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

11 資格を活かせる仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

12 地元や親の近くで働いた方がよい 1 2 3 4

13 都会で働いた方がよい 1 2 3 4

14 キャリアアップを目指した方がよい 1 2 3 4

◆全員が対象

Q37

そう思う
どちらかと
いえばそう

思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そう思わな
い

1 収入が高い仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

2 安定した仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

3 家庭や子育てと両立しやすい仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

4 よい結婚相手と出会えそうな職場の方がよい 1 2 3 4

5 事務的な仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

6 技術的な仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

7 残業がない又は少ない仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

8 転勤がない仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

9 正社員でなくても構わない 1 2 3 4

10 能力や学歴を活かせる仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

11 資格を活かせる仕事に就いた方がよい 1 2 3 4

12 地元や親の近くで働いた方がよい 1 2 3 4

13 都会で働いた方がよい 1 2 3 4

14 キャリアアップを目指した方がよい 1 2 3 4

仕事（学生時代のアルバイトは除く）に就くに当たって、あなたは、下記の項目をどのくらい重視しましたか。当てはまるものをお選びください。（それ
ぞれ１つずつ）

就職先や仕事の検討（転職を含む）に関して、あなたは親や家族、周囲の人から下記のようなことを言われましたか。当てはまるものをお選びくださ
い。（それぞれ１つずつ）

就職先や仕事の検討に関する下記のような意見について、あなたはどう思いますか。当てはまるものをお選びください。（それぞれ１つずつ）
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令和６年度 地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査 本調査アンケート

◆現在働いている人が対象（Q14で1から12）

Q38

※柔軟な働き方：テレワークやフレックスタイム制・時間単位での有給休暇など。

満足
どちらかと
いえば満

足

どちらかと
いえば不

満
不満

1 仕事内容が自分の希望にあっているか 1 2 3 4

2 自分の能力を活かせているか 1 2 3 4

3 仕事を通じて自分が成長できているか 1 2 3 4

4 労働時間が希望にあっているか 1 2 3 4

5 給与や収入が希望にあっているか 1 2 3 4

6 ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 1 2 3 4

7 柔軟な働き方ができているか 1 2 3 4

8 仕事と育児・介護などを両立できる環境か 1 2 3 4

9 仕事内容について、男女の差異がないか 1 2 3 4

10 昇進や給与等について、男女の差異がないか 1 2 3 4

◆現在、結婚していない人（Q6で1・4）

Q39

※「結婚」には、婚姻届を出していない事実婚・内縁も含めてお答えください。

※既に結婚の予定がある・決まっているという方は「結婚したいと思う」をお選びください。

1 結婚したいと思う

2 できれば結婚したいと思う

3 どちらでもよいと思う

4 あまり結婚したいとは思わない

5 結婚したいとは思わない

6 わからない・考えたことがない

◆全員が対象

Q40

※養子・里子等の可能性も含めてください。

※既に子供がいる方やご自身又は配偶者・恋人が妊娠中の方は、更に子供を持ちたいかでお考えください。

1 子供を持ちたいと思う

2 できれば子供を持ちたいと思う

3 どちらでもよいと思う

4 あまり子供を持ちたいとは思わない

5 子供を持ちたいとは思わない

6 その他

7 わからない・考えたことがない

◆今後結婚したい人が対象（Q39で1～4)

Q41

※「結婚」には、婚姻届を出していない事実婚・内縁も含めてお答えください。

1 自分の地元に住みたい

2 自分の親と同居したい

3 自分の親の近くに住みたい

4 自分の親と離れた場所に住みたい

5 配偶者の地元に住みたい

6 配偶者の親と同居したい

7 配偶者の親の近くに住みたい

8 配偶者の親と離れた場所に住みたい

9 自分や配偶者の親が住んでいる場所や地元に関係なく考えたい 排他

10 わからない・考えたことがない 排他

あなたは、現在の仕事について、下記の項目に満足していますか。当てはまるものをお選びください。（それぞれ１つ）

あなたは今後、結婚したいと思いますか。（１つ）

あなたは今後、子供を持ちたいと思いますか。（１つ）

今後、結婚したら、あなたはどのように住みたいと思いますか。（いくつでも）

7



令和６年度 地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査 本調査アンケート

◆全員が対象

Q42 ①あなたの理想とする人生、②あなたの理想とする配偶者の人生はどのようなタイプですか。最も近いものをお選びください。（それぞれ１つ）

※「結婚」には、婚姻届を出していない事実婚・内縁も含めてお答えください。

※「出産の機会」には、配偶者の出産を含みます。

※①あなた自身で「結婚せず、仕事を続ける」を選んだ人は、②配偶者の理想では「理想はない・考えられない」をお選びください。

①あなた
自身

②配偶者

1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

◆全員が対象

Q43

よくある 時々ある あまりない 全くない わからない

1 地域や親戚の集まりでの食事の準備やお茶出しは女性の仕事 1 2 3 4 5

2 自治会などの重要な役職は男性の仕事 1 2 3 4 5

3 正社員は男性、女性は非正規社員 1 2 3 4 5

4 職場でのお茶出しや事務などのサポート業務は女性の仕事 1 2 3 4 5

5 子供が生まれたら、女性は仕事を控えめにした方がよい 1 2 3 4 5

6 男性が前に立って、女性は後ろで支えるべき 1 2 3 4 5

7 家を継ぐのは男性がよい 1 2 3 4 5

8 家事・育児・介護は女性の仕事 1 2 3 4 5

9 個人の価値観よりも世間体が大事 1 2 3 4 5

◆全員が対象

Q44

よくあった 時々あった
あまりな
かった

全くなかっ
た

わからない

1 地域や親戚の集まりでの食事の準備やお茶出しは女性の仕事 1 2 3 4 5

2 自治会などの重要な役職は男性の仕事 1 2 3 4 5

3 正社員は男性、女性は非正規社員 1 2 3 4 5

4 職場でのお茶出しや事務などのサポート業務は女性の仕事 1 2 3 4 5

5 子供が生まれたら、女性は仕事を控えめにした方がよい 1 2 3 4 5

6 男性が前に立って、女性は後ろで支えるべき 1 2 3 4 5

7 家を継ぐのは男性がよい 1 2 3 4 5

8 家事・育児・介護は女性の仕事 1 2 3 4 5

9 個人の価値観よりも世間体が大事 1 2 3 4 5

◆全員が対象

Q45

よく言われ
た

時々言わ
れた

あまり言わ
れなかった

言われたこ
とはない

1 地元で進学先を探してほしい 1 2 3 4

2 地元で仕事を探してほしい 1 2 3 4

3 いずれは結婚してほしい 1 2 3 4

4 いずれは子供を持ってほしい 1 2 3 4

5 結婚したら仕事は辞めた方がよい 1 2 3 4

6 子供を持ったら仕事は辞めた方がよい 1 2 3 4

7 一緒に住んでほしい・いずれは一緒に住んでほしい 1 2 3 4

8 いずれは地元に帰ってきてほしい 1 2 3 4

9 いずれは家を継いでほしい 1 2 3 4

10 いずれは親の面倒をみてほしい 1 2 3 4

11 地元に帰ってこないほうがよい 1 2 3 4

その他

結婚せず、仕事を続ける

結婚して子供は持たず、仕事を続ける

結婚して子供は持たず、仕事もしない

結婚して子供を持ち、仕事も続ける

結婚して子供を持ち、結婚や出産の機会に退職し、子育て後に再び働く

結婚して子供を持ち、結婚や出産の機会に退職し、その後は働かない

理想はない・考えられない

現在あなたがお住まいの地域や勤務先で、下記のようなことはありますか。最も当てはまるものをお選びください。（それぞれ１つずつ）

中学校卒業時点であなたが住んでいた地域で、下記のようなことはありましたか。最も当てはまるものをお選びください。（それぞれ１つずつ）

あなたは、親や親戚から下記のようなことを言われたことがありますか。最も当てはまるものをお選びください。（それぞれ１つずつ）
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令和６年度 地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査 本調査アンケート

◆全員が対象

Q46

※家族や会社の都合などは考えず、ご自身の考えをお答えください。

※既に移住を決めている人は、どれに該当するかをお答えください。

現在の地域

1 現在住んでいる地域に住み続けたい

現在住んでいる地域以外

2 中学校卒業時点で住んでいた地域

3 過去に住んだことのある地域

4 過去に住んだことのない地域（国内/都会）

5 過去に住んだことのない地域（国内/地方）

6 海外

その他

7 その他（ ）

8 特に考えていない・わからない

◆将来住みたい場所がある人が対象（Q46で1-6）

Q47

将来住みたい場所【※前問の回答提示】と回答

1 やりたい仕事ができそうだから

2 満足な収入が得られそうだから

3 性別や年齢にかかわらず活躍できそうだから

4 生活費（住居費・光熱費等）が安そうだから

5 ゆとりのある暮らしができそうだから（時間の使い方、住居の広さなど）

6 公共交通機関などの利便性が高いから

7 買い物や娯楽施設の利便性が高いから

8 自然環境が豊かだから

9 子育て環境が充実していそうだから

10 親や兄弟姉妹の居住地と近いから

11 医療・福祉サービス機能が充実していそうだから

12 教育・文化サービス機能が充実していそうだから

13 活気や賑わいがある地域だから

14 地域に根付いた活動（文化活動、交流、助け合い）が盛んだから

15 新しい出会い・つながり・交友関係の広がりがありそうだから

16 その地域に憧れがあるから

17 その他（ ）

18 特にない 排他

◆将来、現在住んでいる地域以外に住みたい人が対象（Q46で2～6）

Q48

※働き方の柔軟性：テレワークやフレックスタイム制・時間単位での有給休暇など。

1 希望する内容（業種や職種）の仕事に就けるか・続けられるか

2 働き方の柔軟性がある仕事に就けるか・続けられるか

3 仕事と子育てを両立できるか（育児休業の活用を含む）

4 収入や生活費などの経済面での不安

5 買い物や公共交通機関などの利便性への不安

6 子育て環境・教育環境への不安

7 医療・福祉サービスへの不安

8 教育・文化サービスへの不安

9 住居の確保への不安

10 移住資金の不足

11 人間関係や地域コミュニティへの不安

12 同世代の少なさ・出会いの機会の少なさへの不安

13 親や親しい友人達と離れることへの不安

14 家族や恋人からの反対

15 趣味・娯楽の少なさ

16 その他（ ）

17 特にない 排他

現在住んでいる地域以外に住むに当たって、不安に思うことはありますか。当てはまるものをお選びください。（いくつでも）

将来、あなたはどこに住みたいと思っていますか。今のお気持ちに最も近いものをお選びください。（１つ）

前問で答えた場所に住みたい理由を教えてください。（いくつでも）
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令和６年度 地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査 本調査アンケート

◆全員が対象

Q49

※EC：インターネット上でモノやサービスを売買する取引全般を指す。eコマースとも言う。

1 デジタルスキルに関する勉強や学び直し

2 デジタルスキルを活用した仕事の効率化（定型的な業務の自動化など）

3 デジタルスキルを活用したリモートでの仕事（フルテレワーク勤務など）

4 情報の分析と活用に関するスキルの習得

5 高度な技術的スキル（プログラミングやAI、システム開発に関する知識など）の習得

6 デジタルスキルを活用した起業やマーケティング（ネット通販（EC・電子商取引）等）の仕事

7 関心のあるものはない 排他

◆全員が対象

Q50

※現在働いていない人は、今後働く際に活用できそうかを考えてお答えください。

※現在活用している人は、今後も活用できそうかという視点でお考えください。

1 今後、仕事で活用したいし、活用できる機会があると思う

2 今後、仕事で活用したいが、活用できる機会がないと思う

3 今後、仕事で活用したいが、自分の力量では難しそうだと思う

4 今後、仕事で活用したいと思わない

5 今後、仕事で活用する機会はないと思う

最後に、デジタルスキルについてお伺いします。
デジタルスキルに関する以下のようなことについて、あなたは関心がありますか。関心があるものをお選びください。（いくつでも）

先ほど答えていただいたようなデジタルスキルについて、あなたは、今後仕事で活用できそうだと思いますか。あなたのお気持ちに最も近いものをお
選びください。（１つ）

「デジタルスキル」とは・・

基本的なデジタルリテラシー（パソコンやスマートフォンを使った基本操作、インターネット検索、電子メールの利用など）があった上で、

1. アプリケーションの活用：文章作成ソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションツールなど、業務に役立つデジタルツールの活用能力。

2. 情報の分析と活用：データの集計や解析、視覚化技術を使った意思決定支援。

3. 高度な技術的スキル：プログラミング、AIや機械学習の基本的な理解、システム開発に関する知識など。

「デジタルスキル」とは・・

基本的なデジタルリテラシー（パソコンやスマートフォンを使った基本操作、インターネット検索、電子メールの利用など）があった上で、

1. アプリケーションの活用：文章作成ソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションツールなど、業務に役立つデジタルツールの活用能力。

2. 情報の分析と活用：データの集計や解析、視覚化技術を使った意思決定支援。

3. 高度な技術的スキル：プログラミング、AIや機械学習の基本的な理解、システム開発に関する知識など。
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